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	1. なぜ発酵と神様？
	2. 日本での発酵と神様のつながりとは？
	日本では、縄文、弥生時代に行われていた発酵の方法として「口噛み」があります。
	米などの穀物や木の実などを口に入れて噛み、それを吐き出して溜めたものを放置して発酵させる方法です。
	これは、デンプンが含まれる食物を口に入れて噛むことで、唾液中のデンプン分解酵素（アミラーゼ）がデンプンを分解しブドウ糖に変えます。それを貯めておくと、野生酵母がブドウ糖を餌にアルコール発酵を始めます。
	これが「口噛み酒」です。
	祭事の際に備えられる「お神酒」の原型と言われています。
	時代が進むにつれ、「口噛み」ではなく麹を使ったお酒が作られるようになっていきましたが、奄美大島や沖縄では、「ミキ」が今もなお使われています。
	神と人を繋ぐ神職「ノロ」や「ヨタ」と呼ばれるいわゆるシャーマンが、神事や祭事で用いる、神が降りる依りしろとして使用されているのです。

	3. ミキとは
	4. ミキの利点
	5. 実演：ミキ→ヨーグルト
	6.

